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領境石 漁場の境を示す石柱

　虹の松原は、幅400～700ｍ、長さ４km余りにわたって続く、黒松を主体とする松原
です。

　初代唐津藩主である寺沢志摩守広高が新田開発のために防風、防潮を目的として植林し
たのがはじまりといわれています。かつては、西の浜にも松原が広がっており、藩政時代
には「二里の松原」ともよばれ、一説にはこれが変化して虹の松原になったともいわれて
います。

所在地
唐津市東唐津・鏡・浜玉町

指定年月日
特別名勝指定：昭和30年（1955）3月24日

　このように浜崎村は唐津藩領、幕領、対馬藩領と所属が替わっていきますが、満島村と
の漁場争いが絶えず起こっていたようで、最終的な境界争いの決着は明治５年（1872）
になってからのことでした。

　現在、かつての鏡村と浜崎村の境界付近の松原内に、明治15年（1882）に建てられ
た漁場の境を示す石柱（「従是東濵崎浦漁場」）が残っています。

　三保の松原（静岡県静岡市）、気比の松原（福井県敦賀市）とならび、日本三大松原の
ひとつに数えられ、この中で唯一国の特別名勝に指定されています。

国指定特別名勝

名勝指定：大正15年（1926）8月22日

　藩政時代、虹の松原は満島村（現東唐津）と鏡村、浜崎村に分かれており、宝暦12年
（1762）に、唐津藩主が土井氏から水野氏に代わる際、幕府に対して約一万石が上知
（じょうち）され、浜崎村は筑前怡土（いと）郡３ケ村と他の松浦郡10ケ村とともに、
幕領（ばくりょう）となります。

　その後、幕府は文政元年（1818）に対馬藩に対し、怡土郡、下野国（しもつけのく
に）安蘇（あそ）郡、同都賀（つが）郡のほか浜崎村を含む松浦郡11ケ村を与えたた
め、浜崎村は対馬藩領となります。この時の藩境を示す領境石（「従是東対州領」）が虹
の松原内と砂子の集落内の２ケ所に残っています。

特別名勝 虹の松原

https://www.google.com/maps/@33.4442789,129.994193,15z?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MTIwOC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D

